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肇
遷
静

営
前
■
′′
ヱ
琶
７〓
菫
薔
曽
会

ダ

Ｒ
Ю
日

（
士
）
眸
蒔
か
ら

Ｔ
層

て
開

い
た
由
良
金
平
〓
ひ
講

手
平
の
生
堵
相
部
前
（
菅
前
セ
下
わ
Ｋ
ず
料
、
↓
歳
日
曜
前
に
の

多
ヮ
ー
）
で
「
戦
争
立
立

」
の

一
つ
た
士
ρ
純
を
員
長
の
国
会
省
間

学

電
Ｑ
ｔ
間
き
孝
し
た
。　
　
　
一
な

ス
に
れ
、
ひ
め
ぢ
神
話
ｔ

し

戦
争
士
去
に
反
汗
す
３
和
腋

一
て
、
今
７加
方
全
員

で
診
じ
あ

い

山
凛
帥
争
本
部
の
講
師
覆
盛
重

去

し
た
。

713/_。

日
本
妻
潅
党
〔
ザ
ロ
ッ
ワ
晩

碍
僕
は
、
６
日
９
日
（
日
）
午

前
１０
蒔
３０
令

，
ら
／
時
間
，織

〓
軍
キ
ゴ
ト
ワ
前
で
戦
争
工
義

，
対
の
署
名
な
）伝
紆
か
を
し
ま

し
た
。
山
懃
墨
務
愚
長
ひ
十
準

ヴ
プ
ラ
カ
ー
ド
は
ス
、
卜
、
ツ
、

ザ
．
戦

争
ヽ
亡
一
去
て
―
津

に
′
求
宇
書
ぃ
た
も
ぃ
で
、
そ

漱
ｔ
祥
、
ｚ
ｊ
甲
専
に
え
て
ｔ

ら
う
た
、
ビ
ラ
ｔ
配
３
人
、
署

％
と
み
３
た
と
手
（
け
し
ょ
じ

た
。
■

ひ
あ
た
体
ｒ、
ンヽド
Ｒ

イ
７
で
日
会
論
戦
冬
朝
ら
か
に

な
つ
た
戦
争
童
三
の
理
想
点
や

り
党
世
招
い
た
こ
♯
壁
ぞ
蘇

争
士
勢
嗜
こ
こ
か
と
指
描
催

Ｅ
Ｙ
悟
℃
乞
許
し
‐署
多
ｔ
好
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桑
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に

中
曇
ご
が
見
え
３
？
・

繭飼
凹
戦
魯
ｉ
菫
反
対
■
葛
宣
伝

び
，

け
ま
し
た
′
絆
鈴
参
加
看

は
郎
人
。屠栞
ひ
た
署
名
け
■
年

で
し
た
．

し ァヽロの

一
守
繕
首
相
の
Ｖ
Ｒ

一一　

先

日
，
テ
レ
ビ

２

Ｉ

Ｉ

十
ス
て
ば
‐
手

ャ
ル
リ
７
ソ
テ

一一
イ
グ
ス
マ
ホ

と
段
ボ

ー
ル
製
べ

一
の
キ
ッ
ト

で
林
厳

で
き
３
ヒ

一
紹
介
し
て

い
ま

し
た

。

一一　
バ
ー
チ
ャ
レ
リ
ア
ツ
デ
イ

一
（
ソ
Ｒ

）
は
，
コ
ン
ピ
ュ
ー

一
タ
ー
に
よ
３
映
像
に
よ
ぅ
て

一
林
ら
米
た

も
の
で
「
人
Ｉ
現

一
実
態

Ｌ
「
版
槽
現
実
Ｌ
て
訳

一
さ
ネ
Ь
て
う
で
す
。
一Ｉ

Ｉ

，
ス
て
は
、
蜂
輩
い
シ

■ヽ

レ

一
１
シ
ョ
ン
や
ゴ
屋
の
馨
議
①

一Ｉ
と

■ヽ
レ
ー
ン
ョ
ン
な
つ
ｔ

今週 o

ム々」
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一

一・
一一

駕

合
し
て
い
き

し
た

。
　

　

一

私
は
，
そ
の
こ
ュ
Ｉ
Ｋ
ヒ
一

０
億
が
ら
、
０
銀
鏡
…
広
二

範

で
い
、

①
轡
っ
キ
Ｆ
一フ
‘
一

ｔ
用
し‐
た
建
畷
。
②
転
じ
て
，一

た
入
職
ヽ
膵
程
支
配
キ
え
一

た

見
工う
。
‥
セ

い
ぅ

（
Ｚ

ば

一

げ
礎
に
導

，
び
、
グ
ル
ゲ
レ
一

回
り
出
し
た
ｏ
で
す
。　
　
一

学
倍
首
相
は
「
ゅ
ザ
ん
む
一

緯
想
現
実
Ｌ
ｔ
見
て
い
る
も
一

で
は
た

い
か
ど
口

て
う
で
静

一

い
と
当
子
主
垂

に
つ

し、
て

、
一

日
皇
姜
（導
体
的
な
論
理
仁

一

言

く
し
行
で
と
は
一ヽ一ｏえ
た
い
一

と
３
う
の
で
す
。　
　
　
　
一
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６
日
計
日
（
本
）
中
央
要
〓

セ
ン
で
．
ま
ざ
み
の
会
（
ク
レ

ジ
ッ
ト
・サ
ラ
盆
裡
署
と
な
く

す
含
）
第

Ｘ
黒
貧
菖
呵，
冬

日
米
糞
巌
著
″和
計
山
ホ
会
議
菖

団
バ
茅
で
．
れ
、
ひ
い
ぢ
げ
出

膚
し
ま
し
た
。
（
集
村
の
り
み

卓
議
は
Ｊ
張
で
メ
ッ
セ
ー
プ
げ

綿
合
ｔ
メ
タ
し
７
．
）

す
ラ
０
．
ク
レ
フ
ッ
ト
剰
ｎ

て
支
■
い
聾
撃
芳
鰺
減
っ
て
い

な
い
に
も
田
い
弘
年
、
あ
ザ
け

θ
会
へ
の
彎
多
稽
′
相
議
は
、

近
年
，
象
紺
し
て
レ‐
ろ
て
い
こ

て
て
０
・
一
方
、自
穀
“
上
「

な
ん
で
七
相
詳
」
は
年
々
彎
ん

て
い
ろ
と
の

Ｚ

。
今
咽
素

夫
年
Ь
む
滅
色
宏
碑
権
の
ｔ
と

で
、
あ

，
お
ひ
な
ひ
雑
卸
は
，

夕
■
夕
す
本
オ
Ｚ
慇
，
マ
い
ら

と
β
゛
キ
手
９
．

私
膊
あ
Ｐ
Ｊ
っ
で
、
会
な
り

日
た
な
移
熱
帯
紳
７
絆
料
ｔ
ｉ

押
た
ら
豫
移
組
詳
の
中
て
知
，

た

こ
と
で
２
日
に
会

が
閣
い
た

「
差

押
え

の
挙
省
会
」
て
県

下

の
地
ち
議
費

？
ち
出
さ
勢
に
地

大
濠
国
牧
機
構

の
間
濠
ち
で
宅

裕
命
。
構
華
い
熊
じ
ｔ
講
た
ま

し

，
Ｌ
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〓
ん

日
本
共
産

戦
争
彙
家
整
駐
雇
項
ト

ア
メ
リ
カ
か
世
界
の
ど
こ

で
ｔ
起
こ
し
た
戦
争
に
自
衛

吸
が
参
加
し
〓

スヽ
ま
で
遣

電
て
し
て
キ
だ
隼
興
Ｗ
足
何

権
Ｑ
笹
ほ
憲
番
錢
解
ぴ
ｆ

安
た
て
認
め
事
Ｄ
こ
す
３
「

戦
争
去
察
」
の
企
て
に
、
改
あ

て
営
錯
「一二
反
営
と
い
ｐヽ
批
判
①

吉
か
す［ま
っ
て
い
ま
す
。

釣
く
の
憲
華
嘗
看
雄
迭
響泉

の
団
体
伊
隧
党
ｔ
ギ
め
３
士″
朝

き
Ｙ
孝
し
、
全
口
の
量
識
士
げ

ら
加
す
３
日
本
各
請
士
会
ｔ
反

対
声
明
■
榮
そ
し
ま
し
た
。
ノ暴

嗅
の
電
繁
調
査
会
で
は

，
党

の
自
Ｒ
・
む
胡
伊
推
建
し
た
毎

華
け
右
ま
で
，
「
オ
こ露
じ
ヒ
表

朝
す
Ｓ
お
り
さ
ま
で
す
。
，こ

定
の
勢
葎
ｔ
成
立
さ
せ
５
こ

と
は
許
ご
小
ま
せ
た
。
申
書

自
公
政
権
は
直
ち
に
「
戦
争

去
蒙
Ｌ
士
義
化
の
企
マ
を

予

め
３
べ
き
で
す
。

「
戦
争
素
宰
」
に
は
口
冗

の
８
割
付
納
好
し
て
い
ま
せ

ん
。
宮
塁
ｔ
守
り
生
り
す
た

あ
謂
題
多
李

）
昼
票
に
カ

を
合
あ
せ
ま
し
ょ
う
″

戦獅
』一製蒼
給
ざ
鳳
書
騨
ｒ

「
申
ｏ
島
に
雪
が
隆
３
」
は
．

辟
爆
。加
東
大
企
（
本
兌
　
如

施
Ｆ
た
肺
）
の
に
軍
経
験
セ
π

に
し
た
回
督
巾
説
¨
傷
ろ農
４

一
門

０
寡
磨

に
育

っ
た

加
栗
は
．

箭
垂
な

に
オ
属

（
せ
な
発

・
ホ

ー‐―

一進

３

）
し
て

し、
た

／
９

４
３
年

ｌθ
月

に
召
集
ｔ
予

け

ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア

ヘ
。
て

ヽ
）は
主

主
識

昭
い

ら
脱
薯

し
見
枚
ご
メ

、
救
梓
物

エリ
ｔ
屋

か
は
い
ｏ
取
栗

て
い
地
．

戦
様

は
飢
え

と

マ
ラ

リ
ァ
で
ば

９
ば

，
こ
に
ん
で
い
き
き
シ
Ｆ

上
菅

の
６

に
よ
り
加
東

ご

春

く

日
刊
ホ
棋
しんぶ
ん

早
朝
め
ホ
確
し
ん
ぶ
ん
敵
達

の
ア
ド
ド
イ
ト
ｔ
し
て
く
な
３

方
ｔ
幕
集
し
て
い
ま
す

簿
草
方
面
は
、
バ
イ
ク
で
／

時
間
半
維
康
・
一一一日
上
房
師力

爾
一は
、
ベ
イ
ク
で
′
蒔
問
強
の

コ
ー
ス
で
す
。
早
朝

と

一ヽヽ％

て

ｔ
５
時
頃
か
ら
磁
謹
「し
て
ｔ
ラ

え
ば
十
か
で
す
。
Ｅ
燿
ビ
ち
は

令
陽
ｔ
ｉ
ち
上
げ
、
朴
常
の
ン

ャ
＞
グ
ル
に
日
本
ｏ
挫
評
台
を
つ

く
り
、
雪
７
包
ヒ
再
現
十
）せ
妾

し
た
。
■
糸
を
見
た
４
崚
た
ち

は
…己

碁
ξ
ｔ
哺
が
３
の
に
は
鍵
嘱
の

尋
帝
ｒ
９
．
醜
菫
官
３
部
枠
ｔ

び
っ
く
り
す
３
＜
ち
”
％
い
か

け
で
は
ふ
り
ま
せ
ん
。
コ
ー
ス

と
営
ぇ
３
ま
で
き
つ
き
よ
い
さ

せ
て
い
た
ぼ
き
ま
す
。
一懸
番
料
、

申
し
い
い
、
か
問
い
か
ゎ
せ
は

４
３
２
１
６
２
２
２
離
智
毛

訂
祠
籠
距
要
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